
Forest Road Designer

「Forest Road Designer（FRD）」は、林道や森林作業道などの林業用路網の線形案を対話

的に設計することが出来る路網設計支援のためのソフトフェアです。

航空レーザ計測で得られた精密な地形データ等を活かして、林道や森林作業道などの林業用路網をソフト

上で設計することが出来、幅員やコストなど様々なパラメータをユーザーが設計時に調整することで、崩れ

にくく低コストな線形案を、効率的に設計することが可能になります。

もっと簡単に、もっと良い道づくりを。あなたの路網設計業務をサポートする

ユーザーを助ける「自動設計機能」を搭載

FRDの操作画面

従来の線形案は紙の地形図上で作成するのが一

般的で、個人の勘や経験に頼る部分が大きく、現

地での確認・検証作業を含め、多大な時間と労力

を要していました。本ソフトの「自動設計機能」

を用いれば、経験の有無を問わず誰でも一定の水

準の線形案を作成することが可能であり、地形図

や航空写真など様々な情報を重ね合わせることで

、線形案の妥当性やコスト・リスクの評価に役立

てることが出来ます。また、線形案の横断図や縦

断図も自動で作成でき、併せて帳票出力すること

も可能です。更には、作成した線形データはシェ

ープファイル形式やKML形式、Geoti ff形式での

出力が可能で、結果をGPSレシーバやタブレット

に取り込み、現地で確認することが可能です。

設計を行う際には、縦断勾配や幅員等の幾何構

造の条件や、掘削費用や排水構造物などのコスト

パラメータを調整し、ユーザーが設定した条件を

満たす低コストな線形案を自動設計することが出

来ます。また、崩壊の恐れのある箇所を回避箇所

に設定するなど、コスト計算だけでなく安全な道

づくりを支援するための機能を備えています。
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路網設計の業務効率が大幅に改善

横断図・縦断図を自動
作成し、帳票出力も可能

作った線形はすぐにシェープファイル形式
やKML形式で出力可能

現地踏査時間

FRDの導入によるコスト削減効果
(1,000mの森林作業道の開設を想定した場合)

作業効率が2倍に

5日

FRDを利用した場合

ソフト操作時間

2.5日

コスト削減効果については現在検証中ですが、

1,000mの森林作業道開設の場合、従来は現地踏

査に5日間必要であったのが、FRDを利用するこ

とで半日のソフト操作と2日間の現地踏査に削減

されるなど、省力化に繋がった事例があります。

従来の業務

線形案の2D/3D表示

路線情報

横断面図

縦断面図
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販売エリア 全国

販売価格※(税別)
・ソフトウェア本体価格：65万円 ・データ整備費用：5万円（1市町村範囲）

・セットアップ費用：出張費用実費

動作環境

最小

・OS：Windows7／8／10 64bitオペレーティングシステム

・CPU： Inte l  Core i5 ・メモリ：8GB

※動作にはMicrosoft  Of f ice Excel2007以上が必要になりますのでご注意下さい。

推奨
・OS：Windows7／8／10 64bitオペレーティングシステム

・CPU：Inte l Core i7以上 ・メモリ：16GB以上を推奨

動作に必要な
GISデータ

最小 ・DEMデータ（ユーザ保有の航空レーザ計測成果もしくは国土地理院 5mメッシュ標高）

推奨

・DEMデータ（航空レーザ計測による高解像度DEM)

・既設路網データ（ラインデータ) ・林相データ（ポリゴンデータ）・航空写真

・CS立体図（DEMから調製可能）・その他ラスタデータ

販売価格・推奨環境

住友林業株式会社 資源環境事業本部 脱炭素事業部

③各種条件の設定

④手動設計

データ処理

④自動設計

①MapCutterによる

対象範囲切り出し

②地形データ等の取込

設計手法の選択

コストや制約条件
（縦断勾配など）へ
の適合をチェック

③でユーザーが設定
した条件に適した線
形を自動的に設計

設計範囲を事前に切り出
すことで、データを軽量化し、
スムーズな操作を実現

一度設定したパラメータは
保存が可能

現地において、実際に本ソフトで作成された線形通りに路網を

開設出来るとは限りませんのでご注意下さい。

本ソフトは、あくまで線形案作成を支援するものであり、実際

の現地における開設線形の選択・決定については、各ユーザー

の皆様にご判断いただく必要がございますのでご注意下さい。

本ソフトの設計した線形案に基づく路網の開設においては、事

業者が一切の責任を負うものであり、当社及び本ソフトは路網

開設により生じた損害に対して一切の責任を負いかねます。

お見積依頼・製品に関する詳細・お問い合わせは下記へ

【バッファ表示】

開設した路網から集材範囲50mの範囲をバッファ表示し、

そのカバー面積を随時計算します。集材範囲を何mにする

かはユーザーが調整することが出来ます。

TEL:03-3214-3460

※ 新規機能を追加いたしましたVer . 3 . 0の価格になります。

ＦＲＤをご利用いただく上での注意その他の機能

ＦＲＤの操作手順

【路網密度計算】

開設した路網により変化する対象範囲の路網密度を随時

計算・表示することが出来ます。

その他にも、実用的な数多くの機能を備えています。

F o r e s t R o a d D e s i g n e r  V e r . 3 . 0

インターネットから対象地の地質
図や傾斜区分図等を自動入手

し、表示することも可能

FRDver .3 .0の操作動画の閲覧・お見積り依頼書のダウンロードは

こちらのURL(https://s f c . jp/ treecyc le/va l ue/ f rd .html )もしくはQRコードから

 frd@photec.co.jp（専用サポート窓口）


